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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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パ
ソ
コ
ン
の

基
本
ソ
フ
ト
Ｏ

Ｓ
、
ワ
ー
プ
ロ

な
ど
の
オ
フ
ィ

ス
ソ
フ
ト
、
無

料
ブ
ラ
ウ
ザ
、

無
料
メ
ー
ル
ア
カ
ウ
ン
ト
、

無
料
ク
ラ
ウ
ド
容
量
な
ど
、

競
争
が
激
し
い
中
や
は
り
ア

メ
リ
カ
の
企
業
が
覇
者
と

な
っ
て
い
る
▼
日
本
政
府
が

ア
プ
リ
の
オ
ー
プ
ン
化
を
目

指
し
、
中
国
政
府
が
外
国
製

Ｏ
Ｓ
を
排
除
し
よ
う
と
し
て

い
る
が
「
市
場
」
に
勝
つ
こ

と
は
難
し
い
▼
し
か
し
、
消

費
者
（
ユ
ー
ザ
ー
）
も
市
場

原
理
だ
け
で
行
動
し
て
よ
い

の
だ
ろ
う
か
▼
か
の
Ｎ
Ｓ
Ａ

が
通
信
傍
受
お
よ
び
解
析
法

の
頼
り
に
し
て
い
る
の
は
、

大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
の
ビ
ッ
ク

デ
ー
タ
の
収
集
・
蓄
積
や
処

理
方
法
（
ク
ッ
キ
ー
の
利
用

な
ど
）
で
あ
る
と
い
う
▼
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

い
て
も
、「
チ
ェ
ン
ジ
」
の
オ

バ
マ
大
統
領
さ
え
追
認
し
て

い
る
現
状
は
、
本
当
に
怖

い
。

〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉自
然
な
手
順
が
続

き
ま
す
。

（
　
分
で
初
段
）

10

人
勧
特
集

２％賃下げで地域・世代間格差を拡大

　
８
月
７
日
、
人
事
院
勧
告
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
改
善
が
さ
れ
た
一
方

で
「
総
合
的
見
直
し
」
で
改
悪
も
盛
り
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
国
公
労
連
と
と
も
に
、
政
府
間
交
渉
で
、
問
題
点
を
解
消
さ
せ

て
い
く
運
動
を
展
開
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「
何
が
問
題
な
の
か
」
を
掲
載
し
ま
す
。

　
給
与
制
度
の
総
合
的「
見
直
し
」

　
　
　
　
原
資
は
一
律
２
％
の
賃
下
げ

　
今
回
の
勧
告
で
最
大
の
焦

点
と
な
っ
た
の
は
、
人
事
院

が
昨
年
の
報
告
で
打
ち
出
し

た
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
」
の
具
体
化
で
し
た
。

　
そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
が

「
地
域
間
の
給
与
配
分
の
見

直
し
」
で
す
。

　
過
去
３
年
間
の
賃
金
セ
ン

サ
ス
の
平
均
で
民
間
賃
金
水

準
の
低
い
　
県
（
全
体
の
４

12

分
の
１
）
を
グ
ル
ー
プ
化
し
、

給
与
格
差
が
２
・
　
ポ
イ
ン

18

ト
あ
る
と
し
て
、
行
　
の
俸

（一）

給
表
水
準
を
平
均
で
２
％
、

３
級
以
上
の
級
の
高
位
号
俸

者
は
最
大
４
％
引
き
下
げ
ま

し
た
。

　
賃
金
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
き

指
定
基
準
や
支
給
率
の
修
正

（
別
表
）
を
行
い
ま
し
た
が
、

引
き
下
げ
分
を
地
域
手
当
に

再
配
分
し
、
俸
給
と
地
域
手

地
域
手
当
、最
高
　
％
20

　
東
京
都
の
特
別
区
が
　
％
20

（
２
０
１
５
年
は
　
％
）に
な

18

る
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
無
支
給

地
だ
っ
た
　
市
町
村
が
支
給

31

地
に
な
り
ま
し
た
。
税
務
署

所
在
地
で
は
、
関
信
局
栃

木
・
真
岡
・
新
潟
・
伊
那
署
、

東
京
局
木
更
津
署
、
名
古
屋

局
藤
枝
署
、
高
松
局
徳
島
・

鳴
戸
・
阿
南
・
坂
出
署
が
該

当
し
ま
す
。

　
支
給
率
の
変
動
で
は
、
最

大
７
％
に
な
り
ま
す
。
ま

た
、
級
地
区
分
の
変
更
が
１

４
９
市
町
村
に
も
及
び
、
使

用
す
る
デ
ー
タ
ー
の
不
安
定

さ
が
明
ら
か
と
な
り
、
全
国

一
斉
の
安
定
し
た
公
共
サ
ー

ビ
ス
提
供
が
求
め
ら
れ
る
公

務
職
場
の
実
態
を
踏
ま
え
れ

ば
大
き
な
問
題
で
す
。

　
寒
冷
地
手
当
は
、
２
０
０

４
年
勧
告
で
気
象
デ
ー
タ
ー

を
も
と
に
、
平
均
気
温
と
最

深
積
雪
量
を
要
素
と
す
る
区

分
に
改
め
ら
れ
、
大
幅
に
削

減
さ
れ
た
経
過
が
あ
り
ま

す
。
　
現
在
の
支
給
地
は
１
～
３

級
地
と
な
る
北
海
道
と
、
４

級
地
は
本
州
の
①
平
均
気
温

０
度
Ｃ
以
下
か
つ
最
深
積
雪

　
ｃ
ｍ
以
上
②
平
均
最
深
積

15雪
　
ｃ
ｍ
以
上
の
市
町
村
を

80
支
給
対
象
地
域
と
し
て
い
ま

す
。
　
ま
た
、
官
署
の
所
在
地
が

本
州
の
支
給
基
準
に
該
当
す

る
場
合
、
官
署
指
定
に
よ
り

支
給
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
公
労
連
は
、
燃
料
費
の

高
騰
な
ど
が
、
寒
冷
積
雪
地

の
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
引
下
げ
に
反

対
す
る
と
と
も
に
、
生
活
実

態
や
物
価
状
況
等
が
反
映
さ

れ
る
制
度
と
し
て
、
改
善
を

求
め
て
き
ま
し
た
。

　
今
勧
告
で
は
、
支
給
区
分

決
定
の
根
拠
と
な
る
気
象

デ
ー
タ
ー
を
更
新
し
、
支
給

地
域
の
「
見
直
し
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　「
見
直
し
」
に
よ
り
、
北
海

道
内
は
１
～
３
級
地
の
中
で

上
下
し
、
支
給
額
が
月
額
最

大
４
０
０
０
円
程
度
減
少
す

る
地
域
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
よ
り
深
刻
な
の
は
４
級
地

（
本
州
）
で
、
支
給
地
域
が
は

ず
れ
る
地
域
で
は
、
最
大
月

額
１
７
，
８
０
０
円
（
世
帯

主
、
扶
養
家
族
有
）
の
手
当

が
支
給
さ
れ
な
く
な
り
ま

す
。
　
国
公
労
連
の
運
動
の
成
果

で
、
支
給
地
域
を
外
れ
る
地

域
で
は
、
段
階
的
引
き
下
げ

措
置
が
取
ら
れ
る
ほ
か
、
可

能
な
限
り
官
署
指
定
で
支
給

地
域
を
維
持
し
て
い
く
と
し

て
い
ま
す
が
、
２
０
０
４
年

勧
告
で
支
給
地
か
ら
外
れ
た

一
部
地
域
は
そ
の
ま
ま
置
き

去
り
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
た
と
え
ば
燃
料
高
騰
を
言

う
な
ら
ば
、
福
島
市
で
も
灯

油
代
が
４
～
５
年
前
の
３
～

４
倍
に
跳
ね
上
が
っ
て
お

り
、
除
染
費
用
負
担
等
の
上

乗
せ
と
し
て
家
計
に
負
担
を

か
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
積
雪
地
域
で
言
う

な
ら
、
日
本
有
数
の
豪
雪
地

域
と
し
て
有
名
な
上
越
市

も
、
市
町
村
合
併
で
支
給
地

域
の
妙
高
市
と
境
界
が
複
雑

　「
税
務
水
準
差
」を
分
か
り

易
く
説
明
す
る
と
、
他
の
行

政
職
と
税
務
の
職
場
と
比
較

し
た
場
合
、
専
門
性
・
困
難

性
に
配
慮
し
、
税
務
俸
給
表

が
独
自
に
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
　
全
国
税
は
、
人
事
院
や
当

局
に
対
し
、
税
務
水
準
差
は

「
税
務
職
の
評
価
に
か
か
わ

る
重
要
な
問
題
」
と
し
て
、

引
上
げ
を
要
求
し
て
き
ま
し

た
。
　
残
念
な
が
ら
、
過
去
最
大

　
％
あ
っ
た
水
準
差
は
、　

25

10

％
を
切
っ
て
久
し
く
な
り
ま

す
が
、「
こ
れ
以
上
の
引
き

下
げ
は
許
さ
な
い
」
と
、
要

求
し
闘
っ
て
き
た
成
果
が
、

人
事
院
に
歯
止
め
を
か
け
て

き
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
下
げ
を
許
さ

な
い
闘
い
を
継
続
し
ま
す
。

　
再
任
用
職
員
の
 

　
　
給
与
改
善
見
送
り

税
務
水
準
差
率
は
微
減
で
維
持

　
寒
冷
地
手
当
の
矛
盾

当
の
合
計
額
で
現
行
の
賃
金

水
準
を
維
持
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
地
域
手
当
が
支

給
さ
れ
な
い
ま
ま
の
地
域

は
、
引
き
下
げ
分
の
み
が
押

し
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
引
き
下
げ
は
す
べ

て
の
国
家
公
務
員
の
退
職
手

当
を
含
め
た
生
涯
賃
金
を
引

き
下
げ
る
こ
と
で
す
。

2015年
支給割合見直し後➡現 行級地区分

18％20％➡１級地（18%）１級地
15％

16％➡
２級地（15％）

２級地
13％３級地（12％）
15％

15％➡
２級地（15％）

３級地
13％３級地（12％）
11％４級地（10％）
12％

12％➡
３級地（12％）

４級地
10％４級地（10％）
8％５級地（６％）
10％

10％➡
４級地（10％）

５級地
7％５級地（６％）
5％６級地（３％）
6％

6％➡
５級地（６％）

６級地
4％６級地（３％）
2％非支給地
3％

3％➡
６級地（３％）

７級地
1％非支給地

地域手当級地一覧

※2016年以降の支給割合は未定

生活実態無視の寒冷地手当改悪を強行
姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

2014年勧告2012年勧告
 水準差率在級人員 水準差率在級人員
15.13％ 5，074 16.32%  6,167 1級
12.42％ 5,124 12.60%   4,190 2級
11.22％ 4,842 11.21%   5,341 3級
8.86％ 9，104   9.88%  10,449 4級
9.16％ 13，595   8.70% 13,731 5級
7.92％ 11，716   7.43% 11,765 6級
9.45％ 49,455 9.48％ 51,643 計

31,800円 31,700円金額

■級別水準差率の前回比■ 宛
姐

鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵
鯵

　
再
任
用
職
員
の
給
与
に
つ

い
て
は
昨
年
３
月
に
「
国
家

公
務
員
の
雇
用
と
年
金
の
接

続
に
つ
い
て
」
閣
議
決
定
さ

れ
、
再
任
用
職
員
の
今
後
の

職
務
や
働
き
方
の
実
情
を
踏

ま
え
て
給
与
制
度
等
に
つ
い

て
必
要
な
検
討
を
政
府
か
ら

人
事
院
に
要
請
が
さ
れ
ま
し

た
。
　
人
事
院
は
民
間
の
動
向
等

を
適
切
に
把
握
し
て
対
処
す

る
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
結

果
は
、
較
差
を
認
め
な
が
ら

も
改
善
を
見
送
り
ま
し
た
。

　
人
事
院
は
、
短
時
間
再
任

用
が
約
７
割
を
占
め
、
補
完

的
業
務
を
担
当
す
る
こ
と
が

一
般
的
と
の
認
識
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
実
態
と
か
け
離

れ
て
い
ま
す
。

　
雇
用
と
年
金
の
接
続
に
関

す
る
２
０
１
１
年
の
「
意
見

の
申
し
出
」
に
お
い
て
、
定

年
延
長
を
求
め
、
給
与
水
準

に
つ
い
て
は
、
民
間
で
は
賃

金
の
ほ
か
に
在
職
老
齢
年
金

や
雇
用
保
険
の
高
年
齢
雇
用

継
続
給
付
金
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、　
歳
前
の
給
与

60

の
７
割
の
確
保
を
求
め
て
お

り
、
生
活
保
障
の
点
か
ら
も

当
然
賃
金
改
善
す
べ
き
で

す
。

に
絡
む
中
で
も
、
は
ず
さ
れ

た
ま
ま
見
直
さ
れ
て
い
な
い

と
言
う
矛
盾
が
残
り
ま
し

た
。
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職
場
の
声

【
愛
知
東
・
岐
阜
支
部
】

　
異
動
が
あ
っ
て
一
段
落
、

早
く
も
「
お
盆
前
ま
で
に
１

人
何
件
は
着
手
せ
よ
」
と
の

ご
指
示
。
猛
暑
の
中
、
職
場

で
は
「
異
動
の
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
い
る
暇
も
無
い
わ

い
な
」
な
ど
職
場
で
聞
か
れ

ま
す
、
こ
ん
な
時
期
の
職
場

の
声
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ａ
　（
徴
収
職
員
）「
未
納
の

お
知
ら
せ
」
送
付
は
、
か
つ

て
は
滞
納
者
へ
の
文
書
催

告
の
目
的
で
あ
っ
た
。
小

額
滞
納
者
に
対
し
て
も
一

定
の
接
触
が
で
き
た
。
し

か
し
、
現
在
の
目
的
は
「
徴

収
職
員
の
不
正
を
暴
く
」
こ

と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い

る
。
徴
収
職
員
の
着
服
を

暴
く
目
的
で
あ
る
。
だ
か

ら
担
当
者
を
取
替
え
て
作

業
し
、
納
税
者
の
問
い
合
わ

せ
も
担
当
者
以
外
の
職
員

が
受
付
す
る
。
こ
の
事
務

は
抽
出
日
と
発
送
日
と
の

差
で
未
納
額
に
差
異
が
発

生
し
ト
ラ
ブ
ル
の
元
で
あ

る
。
ま
た
事
務
を
停
滞
さ

せ
て
い
る
。
職
員
を
疑
う

の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
作
業
自

体
を
局
が
や
る
べ
き
だ
。

Ｂ
　
昨
年
あ
た
り
か
ら
、
異

動
前
に
事
前
通
知
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

手
続
き
で
は
、
調
査
担
当
者

を
名
乗
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
が
､
そ
の
際
「
だ
れ

が
行
く
か
判
ら
な
い
の
で

す
が
…
…
」
と
言
っ
て
通
知

す
る
の
だ
そ
う
で
す
。

　
調
査
担
当
者
が
判
ら
な

い
の
に
、
事
前
通
知
し
て
良

い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｃ
　
今
年
か
ら
調
査
支
援

内
部
事
務
担
当
者
が
設
置

さ
れ
る
ん
だ
っ
て
。

Ｄ
　
そ
の
分
1
人
当
た
り

の
件
数
が
増
え
な
き
や
い

い
が
。
局
は
理
屈
で
く
る

か
ら
ね
え
。

Ｅ
　
異
動
直
後
も
う
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
指
令
件

数
貰
っ
ち
ゃ
っ
た
、
こ
れ
っ

て
　
月
ま
で
の
件
数
だ
よ

12
ね
ぇ
?
　
絶
対
そ
う
だ
！

　
発
令
是
正
に
歓
迎
の
声

【
北
海
道
地
連
】

　
７
月
　
日
に
、
今
年
の
発

10

令
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
昨
年
、
共
働
き
職
員
が

地
方
に
と
ば
さ
れ
た
が
、
今

年
は
是
正
が
あ
っ
た
」、「
遠

距
離
通
勤
者
が
一
年
で
解

消
さ
れ
た
」、「
民
借
者
に
予

告
日
前
に
異
動
の
有
無
を

伝
え
た
」
な
ど
と
、
職
場
か

ら
歓
迎
の
声
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。

　
反
面
、
新
た
な
単
身
赴
任

や
共
働
き
職
員
の
地
方
異

動
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　「
よ
り
細
か
な
身
上
把

握
」
で
は
、
職
員
の
健
康
や

生
活
な
ど
を
守
る
の
に
は
、

限
界
に
来
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
5
年
で
　
％
以
上

10

【
東
海
・
名
古
屋
中
村
分
会
】

　
政
府
は
７
月
　
日
、
国
家

25

公
務
員
の
定
員
を
２
０
１

５
年
度
か
ら
５
年
間
で
　10

％
以
上
削
減
・
配
転
す
る
定

員
削
減
・
配
転
の
新
た
な
定

員
削
減
計
画
を
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。
率
が
最
も
高

い
の
は
農
水
省
で
３
１
７

５
人
（
全
体
の
　
・
２
％
）

14

を
削
減
。
政
府
全
体
で
２

９
６
７
２
人
（
　
％
）
を
合

10

理
化
す
る
。
続
い
て
総
務

省
、
国
交
省
、
厚
労
省
な
ど

で
す
。「
国
税
は
分
母
が
で

か
い
の
で
、
削
減
数
も
ば
か

に
な
ら
な
い
の
で
は
」
の
声

が
出
て
い
ま
す
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

「第53回山の集い」開催される
　第５３回山の集いが、8月6日（水）～8月9日（土）新潟県妙高山（２４５４ｍ）で開催さ
れ、東京地連・関信地連・近畿地連の組合員や組合員ＯＢなど１９名が参加しました。
次回は近畿地連主催で開催予定です。

は
四
つ
年
下
の
た
め
、
大
野

君
で
し
た
が
）
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
彼
が
語
る
組
合
像
は
私
に

は
衝
撃
で
し
た
。『
税
大
研

修
中
に
、
高
校
の
先
輩
に
勧

め
ら
れ
、
そ
の
通
り
と
思
い

加
入
し
ま
し
た
。
当
然
、
二

組
に
は
加
入
し
て
い
ま
せ

ん
。』　
ア
ッ
ケ
ラ
カ
ン
と
し

て
、
そ
し
て
目
が
輝
い
て
い

ま
し
た
。
時
間
を
経
て
全
国

税
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
彼

の
輝
き
が
加
入
の
引
き
金
の

一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
　
大
野
さ
ん
は
、
生
涯
の
全

て
を
職
場
の
民
主
化
と
労
働

　
大
野
仁
さ
ん
は
本
部
青
年

部
、
東
海
地
連
の
書
記
長
や

副
委
員
長
、
愛
知
支
部
長
な

ど
、
各
機
関
す
べ
て
を
歴
任

さ
れ
ま
し
た
。

　
彼
と
初
め
て
会
っ
た
頃
、

分
裂
後
の
差
別
政
策
は
顕
著

で
、
全
国
税
に
加
入
す
れ

ば
、
仲
間
外
れ
が
当
然
の
よ

う
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

筆
者
も
ま
た
差
別
を
恐
れ
、

是
非
を
問
わ
ず
、
名
連
協
に

席
を
置
い
て
い
ま
し
た
。

　
職
場
の
全
国
税
組
合
員
に

誘
わ
れ
、
大
野
さ
ん
（
心
情

条
件
改
善
の
た
め
に
活
動
さ

れ
ま
し
た
。
人
に
は
見
せ
ぬ

苦
労
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
弱
音
を
吐
く
こ
と
な

く
、
私
と
会
っ
た
当
時
の
輝

き
を
そ
の
ま
ま
、
闘
う
姿
勢

を
貫
き
ま
し
た
。

　
無
念
の
思
い
が
強
い
で
す

が
、
彼
の
姿
勢
に
学
ば
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。『
差
別
や
孤

立
を
恐
れ
ず
、
正
し
い
と
信

ず
る
思
い
を
大
切
に
生
き
る

こ
と
』『
歪
め
ら
れ
た
職
場
は

続
か
な
い
、
い
ず
れ
夜
は
明

け
る
』
と
。

　
仁
ち
ゃ
ん
　
さ
よ
う
な
ら

そ
し
て
あ
り
が
と
う

　
全
国
か
ら
も
哀
悼
の
意

　
大
野
さ
ん
は
青
年
部
時
代

か
ら
私
た
ち
普
通
科
　
期
の

32

中
で
運
動
の
先
頭
に
立
ち
、

全
国
の
仲
間
に
東
海
に
大
野

仁
あ
り
と
知
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
人
柄
と
名
古
屋
人

独
特
の
し
ゃ
べ
り
で
分
か
り

や
す
く
展
望
を
語
る
、
そ
の

雰
囲
気
に
私
た
ち
が
引
き
込

ま
れ
る
、
楽
し
く
、
そ
し
て

頼
れ
る
人
で
し
た
。

　
病
に
伏
し
て
い
る
と
の
報

以
降
は
会
う
こ
と
も
な
く
、

　
歳
と
い
う
若
さ
で
の
訃
報

60は
本
当
に
残
念
で
す
。

　
改
め
て
、
ご
家
族
と
東
海

地
連
の
皆
様
に
哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

元
全
国
税
委
員
長
・
増
山
満
樹

分
会
機
関
紙「
こ
ま
き
」 

　
　
よ
り
一
部
を
転
載

　
か
ね
て
よ
り
病
気
療
養
中
で
し
た
東
海
地
連
千
種
分

会
の
大
野
仁
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
心
よ
り
ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。　

雨
と
雷
鳴
の
つ
ど
い
で
し
た

　
写
真
の
通
り
、
今
年
の
参

加
も
「
中
高
年
登
山
隊
」
と

な
り
ま
し
た
。

　
恒
例
の
北
ア
ル
プ
ス
の
山

で
は
な
く
、
関
信
地
連
の
地

元
、
新
潟
の
妙
高
山
・
火
打

山
踏
破
の
新
し
い
企
画
で
し

た
。
　
出
発
地
は
麓
の
燕
温
泉
の

鄙
び
た
温
泉
宿
か
ら
。
参
加

訃
 報

　
全
国
税
労
働
組
合
・
日
韓

連
帯
委
員
会
は
、
韓
国
の
税

務
職
員
と
の
連
帯
と
交
流
を

深
め
て
い
こ
う
と
し
て
い
る

組
織
で
す
。
他
の
組
合
の
方

や
フ
リ
ー
の
方
も
い
て
自
由

な
雰
囲
気
で
、
韓
国
語
と
韓

国
の
歴
史
や
情
勢
の
勉
強
会

を
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
活

動
の
中
で
、
韓
国
の
民
主
化

と
そ
の
過
程
の
中
で
作
ら
れ

た
映
画
と
ド
ラ
マ
を
紹
介
・

解
説
し
た
本
『「
初
恋
か
ら
」

ノ
・
ム
ヒ
ョ
ン
の
死
ま
で
』

の
著
者
で
恵
泉
女
学
園
大
学

教
員
の
イ
・
ヨ
ン
チ
ェ
（
李

泳
采
）
さ
ん
の
講
演
会
を
２

月
　
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

25

　
最
近
作
ら
れ
て
い
る
作
品

群
は
、
民
主
化
が
進
み
日
本

と
変
わ
ら
な
い
男
女
の
機

微
、
世
代
間
の
意
識
の
差
、

経
済
的
格
差
を
反
映
し
て
描

か
れ
て
お
り
面
白
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
回
、
こ
の
講
演
を
収
録

し
、
あ
わ
せ
て
参
加
者
の
感

想
も
掲
載
し
た
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の

機
会
に
ご
一
読
い
か
が
で
す

か
。
是
非
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
Ａ
5
判
　
頁
。

34

　
ご
希
望
の
方
は
、
全
国
税

本
部
・
塩
谷
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

者
全
員
が
前
泊
し
、
翌
朝
の

7
時
　
分
に
宿
を
出
発
。
妙

46

高
山
の
頂
上
2
4
5
4
m
と

の
標
高
差
は
約
1
0
0
0

m
。
急
坂
、
悪
路
が
続
き
ま

す
が
、　
時
頃
ま
で
に
は
妙

12

高
山
の
頂
上
に
。
気
が
付
け

ば
1
0
0
0
m
を
登
り
、
頂

上
か
ら
の
展
望
が
望
め
る
と

い
う
快
感
は
最
高
で
す
。

　
途
中
で
交
差
す
る
パ
ー

テ
ィ
と
の
エ
ー
ル
交
換
も
山

の
醍
醐
味
の
一
つ
。

　
今
年
は
妙
高
山
の
頂
上
か

ら
山
小
屋
へ
の
下
り
が
た
い

へ
ん
。
天
候
急
変
で
雷
雨
と

な
り
、
平
地
で
も
怖
い
雷
鳴

を
間
近
に
感
じ
な
が
ら
の
山

行
は
全
く
の
初
体
験
。
そ
れ

で
も
全
員
無
事
に
宿
に
辿
り

着
き
、
交
流
会
で
は
怖
い
思

い
も
話
の
材
料
に
な
る
な
ど

登
山
を
満
喫
で
き
ま
し
た
。

嫌
韓
で
は
な
く
、好
韓
に
な
る
楽
し
い
 

　
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
！

そ
の
他
の
人
勧
要
旨

　
通
勤
費
持
出
し
 

　
　
　
　
改
善
せ
ず

　
今
回
の
勧
告
で
、
人
事
院

は
民
間
と
　
％
以
上
の
格
差

１０

が
あ
る
、
交
通
用
具
利
用
者

の
通
勤
手
当
を
１
０
０
円
か

ら
７
１
０
０
円
ま
で
引
き
上

げ
ま
し
た
が
、
当
然
の
措
置

で
す
。
反
面
、
全
国
税
が
人

事
院
本
院
に
具
体
例
を
だ
し

要
求
し
て
き
た
通
勤
費
持
出

し
に
つ
い
て
は
、
何
ら
触
れ

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
人
事
院
の
姿
勢
か

ら
、
持
ち
出
し
を
さ
せ
る
当

局
の
配
転
政
策
を
改
め
さ
せ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行
う
と
し
て
き
ま
し
た
が
、

人
事
院
は
給
与
水
準
の
サ
ン

プ
ル
が
少
な
く
地
域
に
よ
る

差
を
大
き
い
こ
と
等
を
理
由

に
、
官
民
格
差
の
見
直
し
を

断
念
し
、
引
続
き
検
討
す
る

と
し
ま
し
た
。
問
題
は
官
民

比
較
が
出
来
な
い
と
言
っ

て
、
行
　
職
員
の
給
与
も
引

(二)

き
下
げ
た
こ
と
で
す
。
全
国

税
は
本
院
交
渉
で
も
、
行
　（二）

職
員
の
不
補
充
政
策
に
よ
る

労
働
強
化
や
、
低
い
賃
金
水

準
改
善
を
訴
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
国
税
当
局
に

も
、
行
　
組
合
員
の
交
渉
を

(二)

通
じ
、
労
働
条
件
の
改
善
を

要
求
し
て
い
ま
す
。
付
加
業

務
を
評
価
す
る
と
言
い
ま
す

が
、
部
下
数
制
限
の
壁
は
破

れ
ま
せ
ん
。
行
　
待
遇
を
求

(二)

め
、
全
国
税
に
加
入
し
、
一

緒
に
闘
い
ま
し
ょ
う
。

　
当
初
人
事
院
は
、
企
業
に

直
接
雇
用
さ
れ
て
い
る
自
動

車
運
転
手
の
調
査
を
行
い
、

職
務
給
与
と
の
官
民
比
較
を

　
行
　
職
の
 

(二)

　
　
官
民
比
較
は
断
念

妙高市営・高谷池ヒュッテ横にて

　
公
務
が
民
間
を
下
回
っ
て

　
単
身
赴
任
手
当
増
額

い
る
と
し
、
基
準
額
を
現
行

の
６
千
円
か
ら
７
千
円
に
引

き
上
げ
る
と
同
時
に
、
加
算

額
を
現
行
の
年
間
９
回
か
ら

　
回
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま

12し
た（
現
行
6
千
円
が
8
千

円
に
）。　
国
家
公
務
員
全
体

で
2
万
人
以
上
が
子
供
の
教

育
等
で
単
身
赴
任
せ
ざ
る
状

況
で
は
、
二
重
生
活
の
負
担

増
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
国
税

庁
も
単
身
の
多
い
職
場
で
あ

り
、
負
担
軽
減
か
ら
も
単
身

赴
任
は
縮
小
す
べ
き
で
す
。

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
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